
看護学科

a b c d e f g

豊かな人間性と
倫理観を基盤
に、看護職とし
て人を思いやり
共感できる

看護学および
隣接領域に関
する知識と基礎
的な看護実践
能力を身につ
けている

グローバルな視
点をもち、地域
社会やあらゆる
環境下におい
て生活する
人々の健康に
貢献できる力を
身につけている

看護の対象を
理解し支援す
るための適切な
コミュニケーショ
ン力を身につ
けている

多職種連携に
おける看護職
の役割を理解
し協働できる

よりよい看護を
追求するため
の研究的思考
を身につけて
いる

社会の変化や
保健・医療の高
度化・情報化に
関心をもち、自
己研鑽する力
を備えている

区分 科目名
単
位

履
修
開
始

セ
メ
ス
タ
―

学部 医療概論 1 1 〇 ◎

a b c d e f g

豊かな人間性と
倫理観を基盤
に、看護職とし
て人を思いやり
共感できる

看護学および
隣接領域に関
する知識と基礎
的な看護実践
能力を身につ
けている

グローバルな視
点をもち、地域
社会やあらゆる
環境下におい
て生活する
人々の健康に
貢献できる力を
身につけている

看護の対象を
理解し支援す
るための適切な
コミュニケーショ
ン力を身につ
けている

多職種連携に
おける看護職
の役割を理解
し協働できる

よりよい看護を
追求するため
の研究的思考
を身につけて
いる

社会の変化や
保健・医療の高
度化・情報化に
関心をもち、自
己研鑽する力
を備えている

区分 科目名
単
位

開
始

セ
メ
ス
タ
―

アカデミック・スキルズ 2 2 〇 ◎

仏教看護 1 3 ◎ △ 〇

基礎解剖学 2 1 ◎

基礎生理学 2 1 ◎

病理学概論 2 2 ◎ 〇 △

栄養学 2 2 ◎

疾病論Ⅰ 2 2 ◎ △

疾病論Ⅱ 2 2 ◎ 〇 △

疾病論Ⅲ 2 3 ◎ △

疾病論Ⅳ 2 3 ◎ △

薬理学 1 3 ◎ 〇

公衆衛生学 2 3 ◎ △ 〇

社会福祉 2 2 ◎ ○ △

保健医療福祉行政論 2 3 ◎ 〇

保健統計学 2 4 ◎ 〇

看護学概論 2 1 〇 ◎

看護実践基盤技術論 2 1 △ ◎ 〇

フィジカルアセスメント技術 1 2 ◎ 〇

生活行動援助技術論 2 2 ◎ 〇

看護過程論 1 3 ◎ 〇

診療援助技術論Ⅰ 1 3 ◎ 〇

診療援助技術論Ⅱ 1 4 ◎ 〇

基礎看護学実習Ⅰ 1 2 〇 ◎

基礎看護学実習Ⅱ 2 3 〇 ◎

コミュニティ実習 1 1 △ 〇 ◎

地域・在宅看護学概論 1 2 ◎ 〇

地域・在宅看護方法論Ⅰ 2 3 〇 ◎ △

地域・在宅看護方法論Ⅱ 1 5 〇 ◎ △

地域・在宅看護学実習 2 6 ◎ 〇

学部
ディプロマ・ポリシー

学科
ディプロマ・ポリシー
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看護学科

a b c d e f g

豊かな人間性と
倫理観を基盤
に、看護職とし
て人を思いやり
共感できる

看護学および
隣接領域に関
する知識と基礎
的な看護実践
能力を身につ
けている

グローバルな視
点をもち、地域
社会やあらゆる
環境下におい
て生活する
人々の健康に
貢献できる力を
身につけている

看護の対象を
理解し支援す
るための適切な
コミュニケーショ
ン力を身につ
けている

多職種連携に
おける看護職
の役割を理解
し協働できる

よりよい看護を
追求するため
の研究的思考
を身につけて
いる

社会の変化や
保健・医療の高
度化・情報化に
関心をもち、自
己研鑽する力
を備えている

区分 科目名
単
位

開
始

セ
メ
ス
タ
―

学科
ディプロマ・ポリシー

クリティカルケア看護学Ⅰ 2 4 ◎ 〇 △

クリティカルケア看護学Ⅱ 1 5 ◎ 〇 △

クリティカルケア看護学実習 3 6 ◎ △ 〇

慢性看護学Ⅰ 2 4 ◎

慢性看護学Ⅱ 1 5 ◎

慢性看護学実習 3 6 ◎ 〇 △

老年看護学概論 1 3 ◎

老年看護方法論Ⅰ 2 4 ◎ 〇

老年看護方法論Ⅱ 1 5 ◎

老年看護学実習 3 6 ◎ 〇

小児看護学概論 1 3 〇 ◎

小児看護方法論Ⅰ 2 4 ◎

小児看護方法論Ⅱ 1 5 ◎ 〇

小児看護学実習 2 7 ◎ 〇

母性看護学概論 1 3 〇 ◎

母性看護方法論Ⅰ 2 4 ◎ 〇

母性看護方法論Ⅱ 1 5 ◎ 〇

母性看護学実習 2 7 ◎ 〇

精神看護学概論 1 3 〇 ◎

精神看護方法論Ⅰ 2 4 ◎ 〇

精神看護方法論Ⅱ 1 5 ◎ 〇

精神看護学実習 2 7 ◎ 〇

公衆衛生看護学概論 2 4 ◎ 〇

公衆衛生看護方法論Ⅰ 2 4 ○ ◎

公衆衛生看護方法論Ⅱ 2 5 ◎

公衆衛生看護展開論Ⅰ 2 5 ◎ 〇

公衆衛生看護展開論Ⅱ 2 5 ◎ 〇

公衆衛生看護管理論Ⅰ 2 5 ◎ △

公衆衛生看護管理論Ⅱ 2 5 ◎ △

公衆衛生看護活動論 2 7 ◎ 〇

公衆衛生看護学実習Ⅰ 1 7 ◎ 〇

公衆衛生看護学実習Ⅱ 4 7 ◎ 〇

国際看護学 1 3 ◎ 〇

災害看護学 1 5 ◎ 〇

エンドオブライフケア論 1 5 ◎ 〇

ホリスティックケアアプローチ 1 5 ◎ 〇

看護倫理学 1 7 ◎

看護マネジメント 1 8 〇 ◎

看護研究Ⅰ 1 7 ◎

看護研究Ⅱ 1 8 ◎

統合実践看護実習 2 4 〇 ◎

学
科
専
攻
科
目

学
科
専
攻
科
目
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看護学科

a b c d e f g

豊かな人間性と
倫理観を基盤
に、看護職とし
て人を思いやり
共感できる

看護学および
隣接領域に関
する知識と基礎
的な看護実践
能力を身につ
けている

グローバルな視
点をもち、地域
社会やあらゆる
環境下におい
て生活する
人々の健康に
貢献できる力を
身につけている

看護の対象を
理解し支援す
るための適切な
コミュニケーショ
ン力を身につ
けている

多職種連携に
おける看護職
の役割を理解
し協働できる

よりよい看護を
追求するため
の研究的思考
を身につけて
いる

社会の変化や
保健・医療の高
度化・情報化に
関心をもち、自
己研鑽する力
を備えている

区分 科目名
単
位

開
始

セ
メ
ス
タ
―

学科
ディプロマ・ポリシー

生化学 2 1 ◎

感染免疫学 1 2 ◎

臨床心理学 1 3 〇 ◎

看護疫学 2 4 ○ ◎

看護教育学 1 8 ◎

クリティカルケア看護実践 1 8 ◎

臨床推論 1 8 ◎

関
連
科
目
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